
JP 4201687 B2 2008.12.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファイルの表紙および／または被綴じ物に、その一部たる中央の近傍の第１固定部が固
定されたつづり紐を、被綴じ物の主面上において、前記第１固定部とは少なくとも被綴じ
物のとじ厚さ以上の間隔をあけて固定する綴じ具であって、
　被綴じ物の主面上に固定される基体と、
　前記基体に保持されてつづり紐を基体に固定する保持体とを備え、
　前記基体は、
　長手方向を有する間隔規定接続部と、
　前記間隔規定接続部の両端に形成された紐固定部と、
　前記間隔規定接続部または紐固定部に形成された紐挿通孔とを備え、
　前記紐挿通孔は、前記第１固定部より被綴じ物の反対側に出たつづり紐を被綴じ物側の
主面より他方主面に向けて挿通するように形成され、前記紐固定部は、前記紐挿通孔より
出たつづり紐の両先端の近傍の第２固定部を紐固定部の長手方向における外方に引くこと
により基体を被綴じ物側に向けて押止させるように形成され、且つ、前記紐挿通孔より出
たつづり紐の一部たる両先端の近傍の第２固定部を固定するように形成され、
　前記保持体は、
　長手方向を有する重合部と、
　前記重合部の両端に形成され、前記基体の紐固定部に固定されてつづり紐を被綴じ物に
固定する紐固定部とを備え、
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　前記基体の紐固定部及び前記保持体の紐固定部の少なくともいずれかに、前記基体の紐
固定部と前記保持体の紐固定部とが対向する面において、紐挿通孔より紐固定部の長手方
向における外方に位置して、つづり紐を咬止する咬止部が形成され、
　保持体の重合部と基体とが重ね合わされ且つ保持体の紐固定部と基体の紐固定部とが重
ね合わされたとき、保持体の紐固定部は、基体の紐固定部に対向する保持体の紐固定部の
面と、保持体の紐固定部に対向する基体の紐固定部の面との間に、紐挿通孔より引き出さ
れて基体の長手方向における外側に向けて伸ばされたつづり紐を挟み、保持体の第１係止
部が基体の第１係止部に係止されると、基体の紐固定部と保持体の紐固定部とによりつづ
り紐が堅く保持されるように形成された、
　紐とじ型綴じ具。
【請求項２】
　基体は、長手方向を有する重合部と、前記重合部の両端に形成された一対の紐固定部と
を備え、
　保持体は、長手方向を有する重合部と、重合部の両端に形成された一対の紐固定部と、
保持体の重合部と紐固定部との間に形成されたヒンジ部とを備え、
　保持体の重合部は、基体の重合部に固定され、
　保持体の紐固定部は、ヒンジ部を中心として揺動し基体の紐固定部と重ね合わされ且つ
離れるように形成された、請求項１に記載の紐とじ型綴じ具。
【請求項３】
　基体と保持体とは、連結体をもって連結され、
　連結体は、基体と保持体とを重ね合わされるとき、わん曲するように柔軟性に富んだ合
成樹脂をもって成形された、請求項１または２に記載の紐とじ型綴じ具。
【請求項４】
　前記紐挿通孔は、被綴じ物に穿設された孔の間隔に対応した間隔をおいて、基体の紐固
定部の被綴じ物側表面より他方表面に穿設された、請求項１ないし３のいずれかに記載の
紐とじ型綴じ具。
【請求項５】
　前記紐固定部の咬止部は、錐状凸部が、凹凸が交互に並ぶように連続して形成され、
　前記錐状凸部は、一方の紐固定部より対向する他方の紐固定部に向けて、その先端がつ
づり紐を咬止するように突き出て、一方の紐固定部とそれと対向する他方の紐固定部との
間においてつづり紐を挟持するように形成された、請求項３または４に記載の紐とじ型綴
じ具。
【請求項６】
　基体の紐固定部と保持体の紐固定部とは、重ねて合わされ弾性係止されて固定されるよ
うに形成された、請求項１ないし５のいずれかに記載の紐とじ型綴じ具。
【請求項７】
　つづり紐の第１固定部は、被綴じ物が綴じられるファイルの表紙の紐固定片に固定され
、且つ、
　つづり紐の第２固定部は、被綴じ物が綴じられるファイルの表紙の前記紐固定片と対向
する他の紐固定片に固定された、請求項１ないし６のいずれかに記載の紐とじ型綴じ具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、紐とじ型綴じ具に関し、特にたとえば、ファイルの背表紙近傍に取り付け
られたつづり紐をもって、被綴じ物を綴じることができる綴じ具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、糸などを編み又は織ったつづり紐を用いて用箋等の被綴じ物を綴じることが行わ
れているが、つづり紐は、被綴じ物の綴じ厚さに自由に対応することができ、且つ、被綴
じ物の表面において、被綴じ物を押さえながら緊縛することにより、被綴じ物を綴じるこ
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とができるので、簡便な綴り具として広く利用されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－１６２９８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、従来のつづり紐を用いて被綴じ物を綴じる構造のとじ紐付きファイルは、つ
づり紐を縛った箇所がゆるむ恐れがあり、また、被綴じ物を押さえつけて縛る方法をとっ
ても被綴じ物を緊締することが難しく、ややゆるんだ状態で縛られることが多い。
　このように、従来のとじ紐付きファイルにおいては、つづり紐を縛る必要性があり、ま
た、ゆるんだ状態で被綴じ物を綴じることしかできない。
【０００５】
　それゆえに、この発明の主たる目的は、つづり紐を縛ることなく被綴じ物を綴じること
ができ、しかも綴じた被綴じ物がゆるむことがない、紐とじ型綴じ具を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明の請求項１にかかる紐とじ型綴じ具は、ファイルの表紙および／または被綴じ
物に、その一部たる中央の近傍の第１固定部が固定されたつづり紐を、被綴じ物の主面上
において、前記第１固定部とは少なくとも被綴じ物のとじ厚さ以上の間隔をあけて固定す
る綴じ具であって、被綴じ物の主面上に固定される基体と、前記基体に保持されてつづり
紐を基体に固定する保持体とを備え、前記基体は、長手方向を有する間隔規定接続部と、
前記間隔規定接続部の両端に形成された紐固定部と、前記間隔規定接続部または紐固定部
に形成された紐挿通孔とを備え、前記紐挿通孔は、前記第１固定部より被綴じ物の反対側
に出たつづり紐を被綴じ物側の主面より他方主面に向けて挿通するように形成され、前記
紐固定部は、前記紐挿通孔より出たつづり紐の両先端の近傍の第２固定部を紐固定部の長
手方向における外方に引くことにより基体を被綴じ物側に向けて押止させるように形成さ
れ、且つ、前記紐挿通孔より出たつづり紐の一部たる両先端の近傍の第２固定部を固定す
るように形成され、前記保持体は、長手方向を有する重合部と、前記重合部の両端に形成
され、前記基体の紐固定部に固定されてつづり紐を被綴じ物に固定する紐固定部とを備え
、前記基体の紐固定部及び前記保持体の紐固定部の少なくともいずれかに、前記基体の紐
固定部と前記保持体の紐固定部とが対向する面において、紐挿通孔より紐固定部の長手方
向における外方に位置して、つづり紐を咬止する咬止部が形成され、保持体の重合部と基
体とが重ね合わされ且つ保持体の紐固定部と基体の紐固定部とが重ね合わされたとき、保
持体の紐固定部は、基体の紐固定部に対向する保持体の紐固定部の面と、保持体の紐固定
部に対向する基体の紐固定部の面との間に、紐挿通孔より引き出されて基体の長手方向に
おける外側に向けて伸ばされたつづり紐を挟み、保持体の第１係止部が基体の第１係止部
に係止されると、基体の紐固定部と保持体の紐固定部とによりつづり紐が堅く保持される
ように形成された、紐とじ型綴じ具である。
　この発明の請求項２にかかる紐とじ型綴じ具においては、基体は、長手方向を有する重
合部と、前記重合部の両端に形成された一対の紐固定部とを備え、保持体は、長手方向を
有する重合部と、重合部の両端に形成された一対の紐固定部と、保持体の重合部と紐固定
部との間に形成されたヒンジ部とを備え、保持体の重合部は、基体の重合部に固定され、
保持体の紐固定部は、ヒンジ部を中心として揺動し基体の紐固定部と重ね合わされ且つ離
れるように形成された、請求項１に記載の紐とじ型綴じ具である。
　この発明の請求項３にかかる紐とじ型綴じ具は、基体と保持体とは、連結体をもって連
結され、連結体は、基体と保持体とを重ね合わされるとき、わん曲するように柔軟性に富
んだ合成樹脂をもって成形された、請求項１または２に記載の紐とじ型綴じ具である。
　この発明の請求項４にかかる紐とじ型綴じ具においては、前記紐挿通孔は、被綴じ物に
穿設された孔の間隔に対応した間隔をおいて、基体の紐固定部の被綴じ物側表面より他方
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表面に穿設された、請求項１ないし３のいずれかに記載の紐とじ型綴じ具である。
　この発明の請求項５にかかる紐とじ型綴じ具は、前記紐固定部の咬止部は、錐状凸部が
、凹凸が交互に並ぶように連続して形成され、前記錐状凸部は、一方の紐固定部より対向
する他方の紐固定部に向けて、その先端がつづり紐を咬止するように突き出て、一方の紐
固定部とそれと対向する他方の紐固定部との間においてつづり紐を挟持するように形成さ
れた、請求項３または４に記載の紐とじ型綴じ具である。
　この発明の請求項６にかかる紐とじ型綴じ具は、基体の紐固定部と保持体の紐固定部と
は、重ねて合わされ弾性係止されて固定されるように形成された、請求項１ないし５のい
ずれかに記載の紐とじ型綴じ具である。
　この発明の請求項７にかかる紐とじ型綴じ具は、つづり紐の第１固定部は、被綴じ物が
綴じられるファイルの表紙の紐固定片に固定され、且つつづり紐の第２固定部は、被綴じ
物が綴じられるファイルの表紙の前記紐固定片と対向する他の紐固定片に固定された、請
求項１ないし６のいずれかに記載の紐とじ型綴じ具である。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明にかかる紐とじ型綴じ具によれば、紐挿通孔より出たつづり紐を引くことによ
って基体を被綴じ物に向けて押止させ、基体の紐固定部と保持体の紐固定部とによってつ
づり紐を固定でき、また、つづり紐を縛ることなく被綴じ物を綴じることができ、しかも
綴じた被綴じ物がゆるむことがない。
　そして、規定の間隔をあけて穿設された被綴じ物の綴じ孔に挿通されたつづり紐の両端
を紐固定部により挟持して固定することができ、紐挿通孔より出たつづり紐を引っ張りな
がら堅く被綴じ物を綴じることができる。
　また、基体の紐固定部と保持体の紐固定部とが対向する面において形成された咬止部に
よって、つづり紐を咬止することができ、基体の紐固定部と保持体の紐固定部により、つ
づり紐を適宜な力で引っ張った状態で被綴じ物をしっかりと綴じることができ、またその
堅く綴じられた状態を維持することができる。
請求項４の発明によれば、紐挿通孔が被綴じ物に穿設された孔の間隔に対応した間隔をお
いて形成されているので、被綴じ物の孔に挿通され引き出されたつづり紐は真っ直ぐ伸ば
して紐挿通孔に挿通することができ、被綴じ物を綴じるときに綴じ易く、被綴じ物の孔に
余計な力がかからず該孔の周囲を傷つけることなく、被綴じ物を堅く綴じることができる
。
　請求項５の発明によれば、基体の紐固定部と保持体の紐固定部とが対向する面において
形成された咬止部によって、つづり紐に咬止部の錐状凸部の先端を喰い込ませて咬止する
ことができ、基体の紐固定部と保持体の紐固定部により、つづり紐を適宜な力で引っ張っ
た状態で被綴じ物をしっかりと綴じることができ、またその堅く綴じられた状態を維持す
ることができる。
　請求項６の発明によれば、基体の紐固定部と保持体の紐固定部は重ねて合わされ弾性係
止されるので、つづり紐を挟んだ状態で紐固定部それぞれを重ねて合わせて容易に固定す
ることができ、且つ弾性係止された紐固定部を比較的容易にそれぞれ離してつづり紐を解
除することができる。
　請求項７の発明によれば、つづり紐の一方の第１固定部がファイルの表紙に固定される
とともに、つづり紐の第２固定部がファイルの表紙に固定されるので、被綴じ物をファイ
ル表紙に本紐とじ型綴じ具により綴じることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　この発明の上述の目的、その他の目的、特徴および利点は、図面を参照して行う以下の
発明を実施するための最良の形態の説明から一層明らかとなろう。
【０００９】
　図１は、この発明の一実施の形態である紐綴じ型綴じ具をファイルに用いた状態におけ
る、斜視図解図である。図２は、図１図示の紐綴じ型綴じ具の利用方法を示す斜視図解図



(5) JP 4201687 B2 2008.12.24

10

20

30

40

50

である。図３は、紐綴じ型綴じ具の斜視図解図である。図４は、紐綴じ型綴じ具の脱係し
た状態を示す斜視図解図である。
【００１０】
　この紐とじ型綴じ具１０は、背表紙部分の幅を変形させることによって、たとえば、書
類等の被綴じ物Ａの綴じ量を調整することができるファイル１に取り付けられる。
　このファイル１は、図１，２８及び図２９に示すように、表紙２と、被覆用表紙３とを
含む。表紙２および被覆用表紙３は、たとえば厚紙や合成樹脂などで形成されたシート材
などを用いて形成される。
【００１１】
　表紙２は、綴じ表紙部材として構成され、シート材を折り曲げて形成される。そして、
表紙２は、２つの略方形状の平面部２ａ，２ｂを含み、その略中央部において平面部２ａ
，２ｂの面上に突出する略長方形状の第２紐固定片たる折り畳み部２ｃが形成される。
【００１２】
　また、被覆用表紙３は、開き表紙部材として構成され、シート材を袋状にすることによ
り略方形状の平面部３ａが形成される。被覆用表紙３の袋状の平面部３ａの開口端部には
、被覆用表紙３の平面部３ａ面に対して突出する略長方形状の第１紐固定片たる鍔状部３
ｂが形成される。折り畳み部２ｃと平面部３ａとは、略同一形状に形成される。
　この被覆用表紙３の平面部３ａには、表紙２の一方の平面部２ａが挿入される。このと
き、鍔状部３ｂが表紙２の折り畳み部２ｃと同じ向きで対向するように配置される。
　したがって、表紙２に対して被覆用表紙３を、表紙２及び被覆用表紙３の幅方向にスラ
イドさせることにより、鍔状部３ｂと折り畳み部２ｃとの間の間隔を調整することができ
、用箋等の被綴じ物Ａが積層されて綴じられたときの厚さ（綴じ厚さという）に対応する
ことができる。
【００１３】
　このファイル１において、表紙２の平面部２ａが背表紙を構成し、表紙２の平面部２ｂ
が裏表紙を構成し、被覆用表紙３の平面部３ａが表表紙を構成している。
　表紙２の平面部２ａ及び被覆用表紙３の鍔状部３ｂには、被綴じ物Ａの綴じ孔Ａ1と綴
じ孔Ａ2との間隔に対応した綴じ孔が、つづり紐５を通すことができる大きさにそれぞれ
２個ずつ穿設されている。すなわち、折り畳み部２ｃには、綴じ孔４ａ及び綴じ孔４ａが
、鍔状部３ｂには綴じ孔４ｂ及び孔４ｃが穿設されている。この実施の形態では、綴じ孔
４ａと綴じ孔４ａとの間及び綴じ孔４ｂと孔４ｃとの間の長さは、被綴じ物Ａの綴じ孔Ａ

1と綴じ孔Ａ2との間の長さと略同一に形成され、つづり紐５を後述するように引っ張った
とき、被綴じ物Ａの綴じ孔Ａ1，Ａ2にその孔縁が開く方向に力がかからないように形成さ
れる。
　また、鍔状部３ｂには、紐とじ型綴じ具１０を固定する孔４ｃ，孔４ｄ，孔４ｅ及び孔
４ｆが穿設されている（図２８図示）。孔４ｃは、つづり紐５を通す綴じ孔と紐とじ型綴
じ具１０を固定する孔とを兼ねる。
【００１４】
　このファイル１は、表紙２の折り畳み部２ｃと被覆用表紙３の鍔状部３ｂとの間に、被
綴じ物Ａの綴じ孔Ａ1，Ａ2が穿設された綴じ代部Ａ3側がつづり紐５によって綴じられる
ように構成されている。
　つづり紐５は、折り畳み部２ｃと鍔状部３ｂとの間に被綴じ物Ａが挟持されるように、
折り畳み部２ｃの平面部２ａ側にその一部たるつづり紐５の中央付近の第１固定部が固定
される。そして、折り畳み部２ｃの綴じ孔４ａ，４ａより嵌挿されたつづり紐５は、その
自由端たる両先端部分５ａと先端部分５ｂが、被綴じ物Ａの綴じ孔Ａ1，Ａ2に嵌挿され、
且つ、鍔状部３ｂの綴じ孔４ｂ及び孔４ｃに嵌挿されて、被覆用表紙３の平面部３ａ側に
引き出される。
【００１５】
　鍔状部３ｂの綴じ孔４ｂ及び孔４ｃより被覆用表紙３の平面部３ａ側に引き出されたつ
づり紐５は、折り畳み部２ｃとの間に少なくとも被綴じ物Ａの綴じ厚さ以上の間隔をあけ
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て固定された被覆用表紙３の鍔状部３ｂに、つづり紐５の先端部分５ａ及び先端部分５ｂ
付近の第２固定部をこの発明に係る紐とじ型綴じ具１０によって固定するように構成され
ている。
【００１６】
　つづり紐５は、綿などの天然繊維または合成繊維を織りまたは編んだもので、柔軟性に
富み結び合わせることのできる長さのもので、その自由端たる両先端部分５ａと先端部分
５ｂは、合成樹脂製チューブのような筒状体が嵌挿されて固められるか、接着剤などで固
められている。
【００１７】
　この紐とじ型綴じ具１０は、被綴じ物Ａの主面、この実施の形態においては、被綴じ物
Ａの主面上に重ね合わされる被覆用表紙３の鍔状部３ｂの表面上に固定される基体１２と
、前記基体１２に保持されてつづり紐５を基体１２に固定する保持体１４とを備える。
　基体１２と保持体１４とは、連結体１６をもって連結され、該基体１２と保持体１４と
連結体１６とは、ポリプロピレンなどの比較的柔軟性に富んだ合成樹脂をもって一体成形
されてなる。
【００１８】
　前記基体１２は、長手方向を有する平面略帯状の重合部２０と、前記重合部２０の両端
に形成された一対の紐固定部２２，２２とを備える。
　重合部２０は、一方の紐固定部２２と他方の紐固定部２２との間の間隔を規定し且つ一
対の紐固定部２２と紐固定部２２を接続する機能を備えた間隔規定接続手段としての間隔
規定接続部を構成している。
　前記紐固定部２２，２２は、それぞれに、紐固定部２２の被綴じ物Ａ側（被覆用表紙３
の鍔状部３ｂ側）より反対側主面に向けて挿通する紐挿通孔２４，２４が穿設されている
。
　紐挿通孔２４は、被綴じ物Ａに穿設された綴じ孔Ａ1と綴じ孔Ａ2との間隔に対応した間
隔をおいて、穿設されている。
【００１９】
　紐固定部２２，２２は、平面略楕円形状であり、その両周縁には上方に延びる縁部２８
，２８が形成され、保持体１４（後述する紐固定部）を弾性係止する第１係止部２６が縁
部２８，２８の内側に突設されている。
　紐固定部２２は、その保持体１４と対向する面、すなわち、つづり紐５を挟持する面が
平面状に形成され、縁部２８が上方（対向する保持体１４側）に向けて突設されている。
【００２０】
　基体１２の重合部２０は、保持体１４とは反対側の端縁には、水平面状の基部（後述す
る）より上方に延びる略直線状の第１縁部３０が連続して形成されるとともに、保持体１
４側の端縁には、連結体１６を挟んで形成された、一方の紐固定部２２側に続く縁部３２
ａと他方の紐固定部２２側に続く縁部３２ｂとからなる第２縁部３２が形成されている。
【００２１】
　基体１２の重合部２０の第１縁部３０および第２縁部３２には、保持体１４の（重合部
）を係止する第２係止部３４および第３係止部３６が内側に向けて突設されている。
　重合部２０の第１縁部３０および第２縁部３２は、この実施の形態においては、重合部
２０の基部３８の両縁より上方に向けて突設され、その上端近傍において、第２係止部３
４および第３係止部３６が突設されている。
　第２係止部３４は第１縁部３０に第３係止部３６は第２縁部３２にそれぞれ形成され、
第２係止部３４および第３係止部３６によって保持体１４は基体１２に弾性係止するよう
に形成されている。
【００２２】
　基部３８は、重合部２０領域の重合部部分３８ａと紐固定部領域の紐固定部部分３８ｂ
とが、連続して形成され、それぞれがつながった平面部を形成している。
　基部３８の第２縁部３２側には、縁部３２ａと縁部３２ｂとの間において、連結体１６
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が連結されている。
【００２３】
　重合部２０の連結体１６とは反対側の第１縁部３０には、第４係止部４０が内側に向け
て突設されている。
　重合部２０の連結体１６とは反対側の第１縁部３０外側には、つづり紐５の先端部分５
ａ，５ｂを固定するための紐引掛部４２が形成されている。
　紐引掛部４２は、重合部２０の長手方向に長く延びる第１縁部３０の外側より突き出た
湾曲状の凸条であり、つづり紐５の先端部分５ａ，５ｂの近傍を嵌め込むように構成され
ている。
【００２４】
　保持体１４は、長手方向を有する平面略帯状の重合部５０と、前記重合部５０の両端に
形成された一対の紐固定部５２，５２とを備える。
　重合部５０と紐固定部５２との間には、その幅方向に薄肉部が形成された、ヒンジ部５
４が形成されている。紐固定部５２は、ヒンジ部５４を中心として揺動し、紐固定部２２
と重ね合わされ且つ離れる。
【００２５】
　紐固定部５２は、その左右両縁部に前記基体１２の第１係止部２６に係止される第１係
止部５６が形成されている。保持体１４の紐固定部５２は、基体１２の紐固定部２２と重
ね合わされたとき、紐固定部５２の平面状の紐固定部２２との対向面と紐固定部２２の平
面状の紐固定部５２との対向面との間につづり紐５を挟み、第１係止部５６が基体１２の
第１係止部２６に係止されると、紐固定部５２と紐固定部２２とによりつづり紐５が堅く
保持される。
【００２６】
　紐固定部２２の表面、すなわち、基体１２の紐固定部２２と対向する面においては、紐
挿通孔２４よりわずかに外側に位置して錐状凸部５８ａが連続して並び、該錐状凸部５８
ａの底面部分は間をあけずに、且つその先端部分は間をあけて凹凸が交互に並ぶように連
続して形成された咬止部５８が形成されている。咬止部５８を構成する錐状凸部５８ａは
、この実施の形態においては、四角錐状でその先端部分がつづり紐５の中に食い込むよう
に形成されている。
　この咬止部５８は、基体１２の紐固定部２２に紐固定部５２を重ね合わせたとき、紐挿
通孔２４より引き出され、基体１２の外方（紐固定部２２の長手方向における外方）に向
けて引き出されたつづり紐５を押圧し、且つつづり紐５に食い込むように構成されている
。
【００２７】
　紐固定部５２の長手方向における外側縁部には、長手方向外側に引き出されたつづり紐
５を嵌めることができる平面略Ｕ字型の脱係補助部６０が穿設されている。
　紐固定部２２に重ね合わされ、第１係止部５６と第１係止部２６とが係止されている状
態から、第１係止部５６を第１係止部２６から引き離すときの脱係補助部６０につづり紐
５を嵌めてつづり紐５の先端部分５ａ，５ｂを保持体１４の長手方向中心線にほぼ沿って
上方（紐固定部２２とは反対側）に引くことにより、第１係止部５６を第１係止部２６よ
り脱係させて、第１係止部５６を第１係止部２６から引き離すことができる。
【００２８】
　重合部５０の長手両端縁は、略直線状で、それには前記基体１２の重合部２０に形成さ
れた第２係止部３４及び第３係止部３６と係止される第２係止部６２及び第３係止部６４
が形成されている。
　重合部５０の長手方向中央の外側、すなわち連結体１６と連結されている側とは反対側
端縁に、第４係止部６６が形成されている。
　この第４係止部６６は、前記基体１２の重合部２０の長手方向中央に穿設された第４係
止部４０と弾性係止される。
　重合部５０の長手両端縁には、その長手方向に凸条６８ａ及び凸条６８ｂが突設され、
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該凸条６８ａ及び凸条６８ｂは、基体１２の基部３８の重合部分３８ａと接合される。
【００２９】
　連結体１６は、図１１及び２２において示すように、その長手方向に薄肉状第１ヒンジ
部８０が形成され、第１ヒンジ部８０に続く基体１２側の斜面部８２と、第１ヒンジ部８
０に続く保持体１４側の斜面部８４とが形成されている。そして、斜面部８２に続いて、
基体１２側には断面直角状の凸条からなる第１係合部８６が形成され、且つ斜面部８４に
続く保持体１４側には断面直角状に凹設された凹部８８が形成されている。
　さらに、第１係合部８６に続いて基体１２の連結体１６側端縁には、前記第１ヒンジ部
８０と平行に断面Ｕ字状の薄肉部からなる第２ヒンジ部９０が形成されている。
　第１ヒンジ部８０と第２ヒンジ部９０とは、基体１２の長手方向中心線と平行に、且つ
保持体１４の長手方向中心線と平行に形成されている。
　また、基体１２の重合部２０の第１縁部３０及び第２縁部３２と保持体１４の重合部５
０の長手両端とは、第１ヒンジ部８０及び第２ヒンジ部９０とほぼ平行でほぼ直線状に形
成されている。
【００３０】
　基体１２の重合部２０に保持体１４の重合部５０を重ね合わせるとき、連結体１６は、
第１ヒンジ部８０及び第２ヒンジ部９０が湾曲してヒンジの機能を果たす。
　このとき、図２７に示すように、第１ヒンジ部８０及び第２ヒンジ部９０が閉塞される
と、第１係合部８６の第２ヒンジ部９０側の縁が重合部２０の基部３８（重合部部分３８
ａ）表面に重ね合わされる。そして、第４係止部４０に第４係止部６６が係止されて、基
体１２の重合部２０に保持体１４の重合部５０が固定される。
【００３１】
　基体１２を形成する重合部２０の裏面、すなわちこの紐とじ型綴じ具１０が被覆用表紙
３に取り付けられるときの鍔状部３ｂに対向する面には、弾力性を有する固定部４６が突
設されている。
【００３２】
　固定部４６は、基部３８の重合部部分３８ａの裏面において突出された突出部４６ａと
、該突出部４６ａより基部３８の裏面に突出された平面長方形状の押圧部４６ｂと、該押
圧部４６ｂの先端において弾発力を増し、ファイル１に係止されるように形成された凸部
４６ｃとが形成された略Ｌ字形である（図２１，２２及び図２４参照）。押圧部４６ｂは
、その一方は紐固定部２２側に向けて且つ他方は内側に向けて突出されている。
　突出部４６ａは、基部３８の裏面との間にファイル１の被覆用表紙３（鍔状部３ｂ）の
厚みに相当する間隔を形成するための長さを備え、被覆用表紙３（鍔状部３ｂ）を基部３
８と押圧部４６ｂとの間に挟持してファイル１が固定されている。
　ファイル１に紐とじ型綴じ具１０を固定するときは、まず、ファイル１の被覆用表紙３
に穿設された孔４ｃ，４ｄ（図２８図示）に固定部４６を嵌挿し、紐とじ型綴じ具１０を
被覆用表紙３（鍔状部３ｂ）の長手方向（図６下方）に摺動させて基部３８と固定部４６
の押圧部４６ｂとの間に挟持させて、紐とじ型綴じ具１０をファイル１に固定する（図６
及び７参照）。
　このとき、凸部４６ｃ，４６ｃは、それぞれ被覆用表紙３に穿設された孔４ｅ及び４ｆ
に嵌入され、紐とじ型綴じ具１０がファイル１に堅く固定される。
【００３３】
　この紐とじ型綴じ具１０は、被綴じ物Ａを綴じ易い比較的柔軟なつづり紐５をもって、
背幅を自由に変更することができるファイルの背幅の変化に対応しながら、被綴じ物Ａを
ファイル１に綴じることができる。
【００３４】
　また、この紐とじ型綴じ具１０は、次に説明するつづり紐５の長さを調整するつづり紐
の長さ調整具１１０を用いて、ファイルの背幅の変化に応じて、つづり紐５の長さを調整
しながら被綴じ物Ａをファイル１に綴じることができる。
【００３５】
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　このつづり紐の長さ調整具１１０は、図２９ないし３６に示すように、２つの綴じ孔Ａ

1，Ａ2が穿設された被綴じ物Ａを綴じる紐５の長さを調整する調整具であり、ポリプロピ
レンなどの合成樹脂製平面略長方形状シートからなる調整具本体１１２を有する。つづり
紐の長さ調整具１１０をファイル１に固定するとき、第１表面１１４側を折り畳み部２ｃ
の平面部２ａ側に重ね合わせて、つづり紐５を折り畳み部２ｃの綴じ孔４ａ，４ａより引
き出され、被綴じ物Ａの綴じ孔Ａ1，Ａ2に貫挿される。
【００３６】
　調整具本体１１２は、つづり紐５の先端５ａ，５ｂに続き被綴じ物Ａの綴じ孔Ａ1及び
綴じ孔Ａ2内に貫挿された紐５の一部分が出る第１表面１１４と、前記第１表面１１４よ
り紐５が貫挿されるための、対の第１紐貫挿孔１１６及び第２紐貫挿孔１１８と、前記第
１表面１１４より第１紐貫挿孔１１６及び第２紐貫挿孔１１８に貫挿されたつづり紐５の
他部分が出る第２表面１２０とを備える。
【００３７】
　調整具本体１１２の一端縁には、前記第１表面１１４より出たつづり紐５における被綴
じ物Ａの綴じ孔Ａ1，Ａ2に貫挿される一部分、及び該一部分とつづり紐５の先端５ａ，５
ｂとの間の長さを調整する調整手段たる、切込み（第１切込み１２２，第２切込み１２４
及び第３切込み１２６）が形成されている。
【００３８】
　第１切込み１２２，第２切込み１２４及び第３切込み１２６は、第１紐貫挿孔１１６と
第２紐貫挿孔１１８との間において、平面略長方形状の調整具本体１１２の一方端縁（第
１端縁１２８）から他方端縁（第２端縁１３０）に向かって幅方向に形成され、その深さ
は、調整具本体１１２の略中央辺りまで形成され、その幅は、つづり紐５を人が手で引っ
張りながら嵌めて差し込むことができる長さに形成されている。
【００３９】
　第１切込み１２２と第２切込み１２４と第３切込み１２６とは、適宜な間隔（第１切込
み１２２と第２切込み１２４との間及び第２切込み１２４と第３切込み１２６との間は均
等）をおいて形成され、つづり紐５が第１切込み１２２，第２切込み１２４及び第３切込
み１２６を極（それ以上いけない端を指す）として、それらの間において長さを有して巻
回されるための巻回手段を構成している。
　すなわち、第１表面１１４側より第１紐貫通孔１１６に貫挿されたつづり紐５は、第１
紐貫挿孔１１６から第２表面１２０に至り、第２切込み１２４と第１切込み１２２とに貫
挿するとともに、第１切込み１２２及び第２切込み１２４内において巻き重ねて、対の紐
貫挿孔１１８に至り、該紐貫挿孔１１８に貫挿されたつづり紐５は、再び第１表面１１４
に至り、先端５ｂが突き出される。
【００４０】
　この発明の紐とじ型綴じ具は、前記実施の形態に限らず、この発明の思想に基づき変更
することができる。
　図３７は、この発明の一実施の形態である紐綴じ型綴じ具をファイルに用いた状態にお
ける、斜視図解図である。図３８は、図３７図示の紐綴じ型綴じ具の利用方法を示す斜視
図解図である。図３９は、紐綴じ型綴じ具の斜視図解図である。図４０は、紐綴じ型綴じ
具の脱係した状態を示す斜視図解図である。
【００４１】
　別の実施の形態である紐とじ型綴じ具３１０は、前記紐とじ型綴じ具１０と同様に背表
紙部分の幅を変形させることによって、たとえば、書類等の被綴じ物Ａの綴じ量を調整す
ることができるファイル１に取り付けられる。
　このファイル１は、前記紐とじ型綴じ具１０の説明において説明したファイル１と同様
な構成を備え、図３７及び図６２に示すように、表紙２と、被覆用表紙３とを含む。表紙
２および被覆用表紙３は、たとえば厚紙や合成樹脂などで形成されたシート材などを用い
て形成される。
【００４２】
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　表紙２は、綴じ表紙部材として構成され、シート材を折り曲げて形成される。そして、
表紙２は、２つの略方形状の平面部２ａ，２ｂを含み、その略中央部において平面部２ａ
，２ｂの面上に突出する略長方形状の第２紐固定片たる折り畳み部２ｃが形成される。
【００４３】
　また、被覆用表紙３は、開き表紙部材として構成され、シート材を袋状にすることによ
り略方形状の平面部３ａが形成される。被覆用表紙３の袋状の平面部３ａの開口端部には
、被覆用表紙３の平面部３ａ面に対して突出する略長方形状の第１紐固定片たる鍔状部３
ｂが形成される。折り畳み部２ｃと平面部３ａとは、略同一形状に形成される。
　この被覆用表紙３の平面部３ａには、表紙２の一方の平面部２ａが挿入される。このと
き、鍔状部３ｂが表紙２の折り畳み部２ｃと同じ向きで対向するように配置される。
　したがって、表紙２に対して被覆用表紙３を、表紙２及び被覆用表紙３の幅方向にスラ
イドさせることにより、鍔状部３ｂと折り畳み部２ｃとの間の間隔を調整することができ
、用箋等の被綴じ物Ａが積層されて綴じられたときの厚さ（綴じ厚さという）に対応する
ことができる。
【００４４】
　このファイル１において、表紙２の平面部２ａが背表紙を構成し、表紙２の平面部２ｂ
が裏表紙を構成し、被覆用表紙３の平面部３ａが表表紙を構成している。
　表紙２の平面部２ａ及び被覆用表紙３の鍔状部３ｂには、被綴じ物Ａの綴じ孔Ａ1と綴
じ孔Ａ2との間隔に対応した綴じ孔が、つづり紐５を通すことができる大きさにそれぞれ
２個ずつ穿設されている。すなわち、折り畳み部２ｃには、綴じ孔４ａ，４ａが、鍔状部
３ｂには綴じ孔４ｂ，４ｂが穿設されている。
　綴じ孔４ｂ，４ｂは、紐とじ型綴じ具３１０をファイル１に固定する孔を兼ねる。
【００４５】
　このファイル１は、表紙２の折り畳み部２ｃと被覆用表紙３の鍔状部３ｂとの間に、被
綴じ物Ａの綴じ孔Ａ1，Ａ2が穿設された綴じ代部Ａ3側がつづり紐５によって綴じられる
ように構成されている。
つづり紐５は、折り畳み部２ｃと鍔状部３ｂとの間に被綴じ物Ａが挟持されるように、折
り畳み部２ｃの平面部２ａ側にその一部たるつづり紐５の中央付近の第１固定部が固定さ
れる。そして、折り畳み部２ｃの綴じ孔４ａ，４ａより嵌挿されたつづり紐５は、その自
由端たる両先端部分５ａと先端部分５ｂ付近の第２固定部が、被綴じ物Ａの綴じ孔Ａ1，
Ａ2に嵌挿され、且つ、鍔状部３ｂの綴じ孔４ｂ，４ｂに嵌挿されて、被覆用表紙３の平
面部３ａ側に引き出される。
【００４６】
　鍔状部３ｂの綴じ孔４ｂ，４ｂより被覆用表紙３の平面部３ａ側に引き出されたつづり
紐５は、折り畳み部２ｃとの間に少なくとも被綴じ物Ａの綴じ厚さ以上の間隔をあけて固
定された被覆用表紙３の鍔状部３ｂに、この発明に係る紐とじ型綴じ具１０によって固定
するように構成されている。
【００４７】
　この紐とじ型綴じ具３１０は、被綴じ物Ａの主面、この実施の形態においては、被綴じ
物Ａの主面上に重ね合わされる被覆用表紙３の鍔状部３ｂの表面上に固定される基体３１
２と、前記基体３１２に保持されてつづり紐５を基体３１２に固定する保持体３１４とを
備える。
　基体３１２と保持体３１４とは、連結体３１６をもって連結され、該基体３１２と保持
体１４と連結体３１６とは、ポリプロピレンなどの比較的柔軟性に富んだ合成樹脂をもっ
て一体成形されてなる。
【００４８】
　前記基体３１２は、長手方向を有する平面略帯状の重合部３２０と、前記重合部３２０
の両端に形成された一対の紐固定部３２２，３２２とを備える。
　重合部３２０は、一方の紐固定部３２２と他方の紐固定部３２２との間の間隔を規定し
且つ一対の紐固定部３２２と紐固定部３２２を接続する機能を備えた間隔規定接続手段と
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しての間隔規定接続部を構成している。
　前記紐固定部３２２，３２２は、それぞれに、紐固定部３２２の被綴じ物Ａ側（被覆用
表紙３の鍔状部３ｂ側）より反対側主面に向けて挿通する紐挿通孔３２４，３２４が穿設
されている。
　紐挿通孔３２４は、被綴じ物Ａに穿設された綴じ孔Ａ1と綴じ孔Ａ2との間隔に対応した
間隔をおいて、穿設されている。
【００４９】
　紐固定部３２２，３２２は、平面略楕円形状であり、その両周縁より内側に亘って上方
に延びる縁部３２８，３２８が形成され、保持体３１４（後述する紐固定部）を弾性係止
する第１係止部３２６，３２６が縁部３２８，３２８の略中央に穿設されている。第１係
止部３２６は、基体３１２の長手方向中心線と平行に、後記する紐挿通孔３２４の近傍よ
り長手方向外側に亘って連続して形成された長穴で、開口部が細く狭まった断面略Ｕ字形
である。特に、第１係止部３２６のそれぞれの外側（左右周縁側）は断面略くの字型で開
口部が狭くなるように形成されている。
　紐固定部３２２は、その保持体３１４と対向する面、すなわち、つづり紐５を挟持する
面が平面状に形成され、左右周縁において上方（対向する保持体３１４側）に向けて突設
た縁部３２８と縁部３２８との間では、縁部３２８より低く凹んだ平面状で、後記する紐
挿通孔３２４より引き出されたつづり紐５を基体１２の長手方向外側に向けて伸ばすこと
ができる。
【００５０】
　基体３１２の重合部３２０は、保持体３１４とは反対側の端縁には、水平面状の基部（
後述する）より上方に延びる略直線状の第１縁部３３０が連続して形成されるとともに、
保持体３１４側の端縁には、連結体３１６を挟んで形成された、一方の紐固定部３２２側
に続く縁部３３２ａと他方の紐固定部３２２側に続く縁部３３２ｂとからなる第２縁部３
３２が形成されている。
【００５１】
　基体３１２の重合部３２０の第１縁部３３０および第２縁部３３２には、保持体３１４
の（重合部）を係止する第２係止部３３４および第３係止部３３６が内側に向けて突設さ
れている。
　重合部３２０の第１縁部３３０および第２縁部３３２は、この実施の形態においては、
重合部３２０の基部３３８の両縁より上方に向けて突設され、その上端近傍において、第
２係止部３３４および第３係止部３３６が突設されている。
　第２係止部３３４は第１縁部３３０に第３係止部３３６は第２縁部３３２にそれぞれ形
成され、第２係止部３３４および第３係止部３３６によって保持体３１４は基体３１２に
弾性係止するように形成されている。
【００５２】
　基部３３８は、重合部３２０領域の重合部部分３３８ａと紐固定部領域の紐固定部部分
３３８ｂとが、連続して形成され、それぞれがつながった平面部を形成している。
　基部３３８の第２縁部３３２側には、縁部３３２ａと縁部３３２ｂとの間において、連
結体３１６が連結されている。
【００５３】
　重合部３２０の連結体３１６とは反対側の第１縁部３３０には、第４係止部３４０が内
側に向けて突設されている。
　重合部３２０の連結体３１６とは反対側の第１縁部３３０外側には、つづり紐５の先端
部分５ａ，５ｂを固定するための紐引掛部３４２が形成されている。
　紐引掛部３４２は、重合部３２０の長手方向に長く延びる第１縁部３３０の外側より突
き出た湾曲状の凸条であり、つづり紐５の先端部分５ａ，５ｂの近傍を嵌め込むように構
成されている。
【００５４】
　保持体３１４は、長手方向を有する平面略帯状の重合部３５０と、前記重合部３５０の
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両端に形成された一対の紐固定部３５２，３５２とを備える。
　重合部３５０と紐固定部３５２との間には、その幅方向に薄肉部が形成された、ヒンジ
部３５４が形成されている。紐固定部３５２は、ヒンジ部３５４を中心として揺動し、紐
固定部３２２と重ね合わされ且つ離れる。
　ヒンジ部３５４の長手方向外側には、基体３１２の紐固定部部分３３８ｂ表面に向けて
支持部３５５が突設され、紐固定部３５２を紐固定部３２２に重ね合わせるとき、その先
端が紐固定部部分３３８ｂに接し、紐固定部３５２を紐固定部３２２に係止し易くなるよ
うに、また、紐固定部３５２を紐固定部３２２から離すときに支点となって紐固定部３５
２が紐固定部３２２から脱係し易くなるように構成されている。
【００５５】
　紐固定部３５２は、その左右両縁近傍に前記基体３１２の第１係止部３２６に係止され
る第１係止部３５６が形成されている。
第１係止部３５６は、紐固定部３５２の基部３５３より上方（重ね合わされたとき、紐固
定部３２２に対向する側）に向いた長手凸条で、それぞれの外側は前記第１係止部３２６
の外側（左右周縁側）に対応して略くの字型の外側面を備えている。
保持体３１４の紐固定部３５２は、基体３１２の紐固定部３２２と重ね合わされたとき、
紐固定部３５２の平面状の紐固定部３２２との対向面と紐固定部３２２の平面状の紐固定
部３５２との対向面との間につづり紐５を挟み、第１係止部３５６が基体３１２の第１係
止部３２６に係止されると、紐固定部３５２と紐固定部３２２とによりつづり紐５が堅く
保持される。
【００５６】
　紐固定部３２２の表面、すなわち、基体３１２の紐固定部３２２と対向する面において
は、紐挿通孔３２４よりわずかに外側に位置して錐状凸部３５８ａが連続して並び、該錐
状凸部３５８ａの底面部分は間をあけずに、且つその先端部分は間をあけて凹凸が交互に
並ぶように連続して形成された咬止部３５８が形成されている。咬止部３５８を構成する
錐状凸部３５８ａは、この実施の形態においては、四角錐状でその先端部分がつづり紐５
の中に食い込むように形成されている。
　この咬止部３５８は、基体３１２の紐固定部３２２に紐固定部３５２を重ね合わせたと
き、紐挿通孔２３４より引き出され、基体３１２の外方（紐固定部３２２の長手方向にお
ける外方）に向けて引き出されたつづり紐５を押圧し、且つつづり紐５に食い込むように
構成されている。
【００５７】
　紐固定部３５２の長手方向における外側縁部には、長手方向外側に引き出されたつづり
紐５を嵌めることができる平面略Ｕ字型の脱係補助部３６０が穿設されている。
　紐固定部３２２に重ね合わされ、第１係止部３５６と第１係止部３２６とが係止されて
いる状態から、第１係止部３５６を第１係止部３２６から引き離すときの脱係補助部３６
０につづり紐５を嵌めてつづり紐５の先端部分５ａ，５ｂを保持体３１４の長手方向中心
線にほぼ沿って上方（紐固定部３２２とは反対側）に引くことにより、第１係止部３５６
を第１係止部３２６より脱係させて、第１係止部３５６を第１係止部３２６から引き離す
ことができる。
【００５８】
　重合部３５０の長手両端縁は、略直線状で、それには前記基体３１２の重合部３２０に
形成された第２係止部３３４及び第３係止部３３６と係止される第２係止部３６２及び第
３係止部３６４が形成されている。
　重合部３５０の長手方向中央の外側、すなわち連結体３１６と連結されている側とは反
対側端縁に、第４係止部３６６が形成されている。
　この第４係止部３６６は、前記基体３１２の重合部３２０の長手方向中央に穿設された
第４係止部３４０と弾性係止される。
　重合部３５０の長手両端縁には、その長手方向に凸条３６８ａ及び凸条３６８ｂが突設
され、該凸条３６８ａ及び凸条３６８ｂは、基体３１２の基部３３８の重合部分３３８ａ
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と接合される。
【００５９】
　連結体３１６は、その長手方向に薄肉状第１ヒンジ部３８０が形成され、第１ヒンジ部
３８０に続く基体３１２側の斜面部３８２と、第１ヒンジ部３８０に続く保持体３１４側
の斜面部３８４とが形成されている。そして、斜面部３８２に続いて、基体３１２側には
断面直角状の凸条からなる第１係合部３８６が形成され、且つ斜面部３８４に続く保持体
３１４側には断面直角状に凹設された凹部３８８が形成されている。
　さらに、第１係合部３８６に続いて基体３１２の連結体３１６側端縁には、前記第１ヒ
ンジ部３８０と平行に断面Ｕ字状の薄肉部からなる第２ヒンジ部３９０が形成されている
。
　第１ヒンジ部３８０と第２ヒンジ部３９０とは、基体３１２の長手方向中心線と平行に
、且つ保持体３１４の長手方向中心線と平行に形成されている。
　また、基体３１２の重合部３２０の第１縁部３３０及び第２縁部３３２と保持体３１４
の重合部３５０の長手両端とは、第１ヒンジ部３８０及び第２ヒンジ部３９０とほぼ平行
でほぼ直線状に形成されている。
【００６０】
　基体３１２の重合部３２０に保持体３１４の重合部３５０を重ね合わせるとき、連結体
３１６は、第１ヒンジ部３８０及び第２ヒンジ部３９０が湾曲してヒンジの機能を果たす
。
　このとき、図６１に示すように、第１ヒンジ部３８０及び第２ヒンジ部３９０が閉塞さ
れると、第１係合部３８６の第２ヒンジ部３９０側の縁が重合部３２０の基部３３８（重
合部部分３３８ａ）表面に重ね合わされる。そして、第４係止部３４０に第４係止部３６
６が係止されて、基体３１２の重合部３２０に保持体３１４の重合部３５０が固定される
。
【００６１】
　基体３１２を形成する重合部３２０の裏面、すなわちこの紐とじ型綴じ具３１０が被覆
用表紙３に取り付けられるときの鍔状部３ｂに対向する面には、弾力性を有する固定部３
４６が突設されている。
【００６２】
　固定部３４６は、基部３３８の重合部部分３３８ａの裏面において突出部３４６ａと、
該突出部３４６ａより基部３３８の裏面に突出された平面長方形状の押圧部３４６ｂとが
形成された略Ｌ字形である（図４１，４２及び図４３参照）。押圧部３４６ｂ，３４６ｂ
は、それぞれが長手方向の外側に向けて逆方向に向いて突出されている。
　突出部３４６ａは、基部３３８の裏面との間にファイル１の被覆用表紙３（鍔状部３ｂ
）の厚みに相当する間隔を形成するための長さを備え、被覆用表紙３（鍔状部３ｂ）を基
部３３８と押圧部３４６ｂとの間に挟持してファイル１が固定されている。
　ファイル１に紐とじ型綴じ具３１０を固定するときは、紐とじ型綴じ具３１０を脱係補
助具３６０とは反対側に反らせて一方の固定部３４６と他方の固定部３４６との間隔を変
えて、ファイル１の被覆用表紙３（鍔状部３ｂ）に穿設された綴じ孔４ｂ，４ｂに固定部
３４６，３４６を嵌挿し、基部３３８と固定部３４６の押圧部３４６ｂとの間に挟持させ
て、紐とじ型綴じ具３１０をファイル１に固定する（図３７及び３８参照）。
【００６３】
　この紐とじ型綴じ具３１０は、被綴じ物Ａを綴じ易い比較的柔軟なつづり紐５をもって
、つづり紐５の長さを調整して、背幅を自由に変更することができるファイルの背幅の変
化に対応しながら、被綴じ物Ａをファイル１に綴じることができる。
【００６４】
　前記実施の形態のファイルにおいては、ファイル１とは独立したつづり紐の長さ調整具
１１０を構成していたが、つづり紐の長さ調整具１１０をファイル１の構成要件の一部と
して構成してもよい。
　例えば、つづり紐５の第１固定部を固定するファイル１の第２紐固定片をつづり紐の長
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さ調整具１１０として形成してもよい。
【００６５】
　図６３は、この発明の一実施の形態である紐とじ型綴じ具をファイルに用いた状態にお
ける、斜視図解図であり、図６４は、図６３図示の紐とじ型綴じ具の利用方法を示す斜視
図解図であり、図６５は、紐とじ型綴じ具を利用するファイルを示す斜視図解図である。
　図６６は、この発明の一実施の形態であるつづり紐の長さ調整具を備えたファイル用表
紙を示す図であり、図６７は、図６６図示つづり紐の長さ調整具を備えたファイル用表紙
の正面図解図である。
　このファイル用表紙５１０は、開き表紙部材５１２と綴じ表紙部材５１４とからなり、
前記綴じ表紙部材５１４に形成された差し込み片５１６が開き表紙部材５１２の第１袋状
部５１８内に摺動自在に差し込まれ、綴じ表紙部材５１４に形成された差し込み片５１６
の開き表紙部材５１２の第１袋状部５１８内に差し込まれた長さ分、表紙の背幅を変化さ
せることのできるものである。
【００６６】
　このファイル用表紙５１０は、開き表紙部材５１２に連設された第１紐固定片５２６と
綴じ表紙部材５１４に連設された第２紐固定片５６６とを備え、それぞれが対向する第１
紐固定片５２６と第２紐固定片５６６との間に被綴じ物Ａを挟持して綴じるために形成さ
れ、その第２紐固定片５６６は、つづり紐の長さ調整具を構成している。
【００６７】
　この紐の長さ調整具を構成する調整具本体たる第２紐固定片５６６は、２つの綴じ孔Ａ

1及び綴じ孔Ａ2が穿設された被綴じ物Ａを綴じるつづり紐５の長さを調整するように形成
され、紙製平面略長方形状シートからなり、ファイル用表紙５１０の綴じ表紙部材５１４
に連設されている。第２紐固定片５６６につづり紐５を固定するとき、つづり紐５を第２
紐固定片５６６の貫通孔５９４より引き出され、被綴じ物Ａの綴じ孔Ａ1，Ａ2に貫挿され
る。
【００６８】
　第２紐固定片５６６は、つづり紐５の先端５ａ，５ｂに続き被綴じ物Ａの綴じ孔Ａ1及
び綴じ孔Ａ2内に貫挿されたつづり紐５の一部分が出る第１表面４１４と、前記第１表面
４１４よりつづり紐５が貫挿されるための、対の貫通孔（第１貫通孔５９４ａ，第２貫通
孔５９４ｂで構成された）で形成された一方の第１紐貫挿孔４１６及び他方の第２紐貫挿
孔４１８と、前記第１表面４１４より第１紐貫挿孔４１６及び第２紐貫挿孔４１８に貫挿
されたつづり紐５の他部分が出る第２表面４２０とを備える。
【００６９】
　第２紐固定片５６６の一端縁には、前記第１表面４１４より出たつづり紐５における被
綴じ物Ａの綴じ孔Ａ1，Ａ2に貫挿される一部分、及び該一部分とつづり紐５の先端５ａ，
５ｂとの間の長さを調整する調整手段たる、切込み（第１切込み４２２及び第２切込み４
２４）が形成されている。
【００７０】
　第１切込み４２２及び第２切込み４２４は、第１紐貫挿孔４１６と第２紐貫挿孔４１８
との間において、平面略長方形状の第２紐固定片５６６の自由端縁たる一方端縁（第１端
縁１２８）から綴じ表紙部材５１４に連設された側の他方端縁（第２端縁１３０）に向か
って幅方向に形成され、その深さは、第２紐固定片５６６の略中央辺りまで形成され、そ
の幅は、つづり紐５を人が手で引っ張りながら嵌めて差し込むことができる長さに形成さ
れている。第１切込み４２２及び第２切込み４２４は、第１端縁１２８から直線状スリッ
ト部４２２ａ及び直線状スリット部４２４ａが形成され、該直線状スリット部４２２ａ及
び直線状スリット部４２４ａに続いて最奥部には平面円形状の紐固定孔部４２２ｂ及び紐
固定孔部４２４ｂが穿設され、直線状スリット部４２２ａ及び直線状スリット部４２４ａ
に差し込んだつづり紐５が紐固定孔部４２２ｂ及び紐固定孔部４２４ｂにおいて固定され
る（図６４及び図６７参照）。
【００７１】
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　第１切込み４２２と第２切込み４２４は、適宜な間隔をおいて形成され、つづり紐５が
第１切込み４２２及び第２切込み４２４を極（それ以上いけない端を指す）として、それ
らの間において長さを有して巻回されるための巻回手段を構成している。
　すなわち、第１表面４１４側より第１紐貫通孔４１６に貫挿されたつづり紐５は、第１
紐貫挿孔４１６から第２表面４２０に至り、第２切込み４２４に貫挿されて第１表面４１
４に至り、第１切込み４２２に貫挿するとともに、第１切込み４２２及び第２切込み４２
４間において巻き重ねて、対の第２紐貫挿孔４１８に至り、該第２紐貫挿孔４１８に貫挿
されたつづり紐５は、再び第１表面４１４から、先端５ｂが突き出される。
【００７２】
　開き表紙部材５１２の第１袋状部５１８は、前記第１裏面材５２０とそれに対向する第
１表面材５２２とがその略周縁において連結され、且つ、綴じ表紙部材５１４に対向する
部位に差し込み用開口部５２４が形成されている。
　また、開き表紙部材５１２の差し込み用開口部５２４の近傍には、綴じ表紙部材５１４
につづり紐５の第１固定部たるその中央付近を固定する第１紐固定片５２６が突き出し形
成されている。
【００７３】
　前記綴じ表紙部材５１４は、前記開き表紙部材５１２を構成する第１裏面材５２０およ
び第１表面材５２２と略同一形状の第２裏面材５６０および第２表面材５６２と、前記開
き表紙部材５１２の差し込み用開口部５２４から前記開き表紙部材５１２の第１袋状部５
１８内に差込まれる差し込み片５１６とを備えている。
　そして、綴じ表紙部材５１４は、前記差し込み片５１６の基部５６４の近傍に、つづり
紐５の先端部分５ａ，５ｂの付近を固定する第２紐固定片５６６が形成されている。
【００７４】
　前記開き表紙部材５１２は、厚紙からなる方形の前記第１裏面材５２０と、該第１裏面
材５２０と略同一の長さと幅を有し、前記第１裏面材５２０に折り曲げ部を介して連設さ
れた方形の第１表面材５２２とを備え、該第１裏面材５２０と第１表面材５２２とが、そ
の境界である第１折り曲げ部５２８を折曲して、第１裏面材５２０の対向する面と第１表
面材５２２の対向する面とが重ね合わされて第１袋状部５１８が形成されている。
　第１裏面材５２０の上縁には第１連結片５３０がおよび下縁には第２連結片５３２が連
設され、該第１連結片５３０および第２連結片５３２が第１裏面材５２０との境界である
第２折り曲げ部５３４および第３折り曲げ部５３６において第１裏面材５２０の対向面（
第１袋状部５１８の内側面）側に折り曲げられ、第１表面材５２２の対向する表面に接合
されホットメルト型接着剤等の接着剤によって接着されて、第１裏面材５２０と第１表面
材５２２とが第１袋状部５１８を形成するように連結されている。而して、開き表紙部材
５１２の第１袋状部５１８の内側面は略方形であり、綴じ表紙部材５１４の差し込み片５
１６は、第１袋状部５１８と略平行に差し込まれるように形成されているが、第１袋状部
５１８の上縁内側すなわち第２折り曲げ部５３４および第１袋状部５１８の下縁内側すな
わち第３折り曲げ部５３６と平行に差し込みまたは抜かれることになる。
【００７５】
　第１裏面材５２０の第１表面材５２２との境界である第１折り曲げ部５２８と対向する
左側側縁には、第４折り曲げ部５４２ａを介して第１紐固定片５２６が延設されている。
　第１紐固定片５２６は、つづり紐５を固定する紐とじ型綴じ具３１０のまち部５３８と
該まち部５３８に延設された綴じ具固定部５４０とを備える。そして、綴じ具固定部５４
０は、まち部５３８との境界部を構成する第５折り曲げ部５４２ｂを介してまち部５３８
に延設された第１綴じ具固定片５４０ａと、前記第１綴じ具固定片５４０ａに第６折り曲
げ部５４４を介して延設された第２綴じ具固定片５４０ｂとからなり、第２綴じ具固定片
５４０ｂを第１綴じ具固定片５４０ａとの境界である第６折り曲げ部５４４において第１
綴じ具固定片５４０ａ側に折り曲げ、重層してホットメルト型接着剤等の接着剤によって
接着して形成されている。
　綴じ具固定部５４０には、紐とじ型綴じ具３１０を固定するための貫通孔５４６が穿設
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されている。貫通孔５４６は、第１綴じ具固定片５４０ａと第２綴じ具固定片５４０ｂと
の境界である第６折り曲げ部５４４の両側において、第１折り曲げ部５２８と等距離をお
いて穿設された第１貫通孔５４６ａと第２貫通孔５４６ｂとを第１綴じ具固定片５４０ａ
と第２綴じ具固定片５４０ｂとを重ね合わせたとき合致させて、対の貫通孔５４６を形成
するように構成されている。貫通孔５４６，５４６は、紐とじ型綴じ具３１０をファイル
用表紙５１０に固定する孔を兼ねる。
【００７６】
　第１表面材５２２は、第１裏面材５２０との境界である第１折り曲げ部５２８と対向す
る端縁において、抜け止め片５４８が連設されている。抜け止め片５４８は、第７折り曲
げ部５５０において第１表面材５２２側に折り曲げられ、後記する綴じ表紙部材５１４の
差し込み片５１６と係止するように構成されている。
【００７７】
　開き表紙部材５１２を構成する第１裏面材５２０には、綴じ表紙部材５１４側から差し
込み片５１６の差し込み方向と平行で略直線状に延びる、すなわち第１裏面材５２０の幅
方向（第２折り曲げ部５３４と第３折り曲げ部５３６と平行）に延びる直線状リブ５５２
ａおよび５５２ｂが第１袋状部５１８の内側面に向けて突設されている。
【００７８】
　第１裏面材５２０と第１表面材５２２との第１折り曲げ部５２８近傍には、ひも通し孔
５５４ａおよび５５４ｂが穿設され、第１裏面材５２０と第１表面材５２２とが第１折り
曲げ部５２８において折り曲げられ、それぞれの対向面が重ね合わされたとき、ひも通し
孔５５４ａとひも通し孔５５４ｂとが合致するように、第１折り曲げ部５２８より適宜な
間隔をおいて、ひも通し孔５５４ａとひも通し孔５５４ｂとが略同一の高さおよび幅位置
において形成されている。
【００７９】
　綴じ表紙部材５１４は、前記開き表紙部材５１２を構成する方形の第１裏面材５２０お
よび第１表面材５２２と略同一形状であって、厚紙からなる第２裏面材５６０と前記第２
裏面材５６０と略同一の長さと幅とを有し、前記第２裏面材５６０と対向する厚紙からな
る方形の第２表面材５６２とを備え、該第２裏面材５６０と第２表面材５６２とが、境界
である第１１折り曲げ部５６８を介して連設され、第１１折り曲げ部５６８において折曲
して、その対向面が重ね合わされて、第２袋状部５７０が形成されている。
　第２裏面材５６０の上縁の第１２折り曲げ部５７２を介して第２裏面材５６０に連設さ
れた第３連結片５７６と、第２裏面材５６０の下縁の第１３折り曲げ部５７４を介して、
第２裏面材５６０に連設された第４連結片５７８とが、第１２折り曲げ部５７２および第
１３折り曲げ部５７４において第２裏面材５６０側に折り曲げられ、第２表面材５６２の
対向する表面（第２袋状部５７０側の内面）に接合され、ホットメルト型接着剤等の接着
剤によって接着されて、第２袋状部５７０が形成されている。
【００８０】
　第２裏面材５６０の第２表面材５６２との境界である第１１折り曲げ部５６８と対向す
る右側側縁には、第２紐固定片５６６が延設されている。
　第２紐固定片５６６は、第２裏面材５６０の第１１折り曲げ部５６８と対向する端縁の
第１４折り曲げ部５８０を介して、延設された第１折り畳み固定片５８２ａと、第１５折
り曲げ部５８４を介して第１折り畳み固定片５８２ａに延設された第２折り畳み固定片５
８２ｂとを第１５折り曲げ部５８４において折曲し、第１折り畳み固定片５８２ａと第２
折り畳み固定片５８２ｂとを重ね合わせ、ホットメルト型接着剤等の接着剤により接着し
てなる。
【００８１】
　第２裏面材５６０の第１１折り曲げ部５６８と対向する境界である第１６折り曲げ部５
８６を介して、差し込み片５１６が第２表面材５６２に連設されている。
【００８２】
　差し込み片５１６は、背表紙を兼用するように構成され、上下に亘って連続した折り目
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線５８８が複数条一定の間隔をおいて平行に形成され、差し込み片５１６が屈曲するよう
に形成されている。
【００８３】
　差し込み片５１６の第１１折り曲げ部５６８と対向する端縁に形成された第１７折り曲
げ部５９０を介して抜け止め片５９２が連設されている。
【００８４】
　抜け止め片５９２は、第１７折り曲げ部５９０において、差し込み片５１６側に折り曲
げられ、前記開き表紙部材５１２の抜け止め片５４８と係止するように構成されている。
【００８５】
　第２紐固定片５６６には、つづり紐５を固定するための第１紐貫挿孔４１６及び第２紐
貫挿孔４１８が穿設されている。第１紐貫挿孔４１６，第２紐貫挿孔４１８は、第１折り
畳み固定片５８２ａと第２折り畳み固定片５８２ｂとの境界である第１５折り曲げ部５８
４の両側において、第１５折り曲げ部５８４と等距離をおいて穿設された第１貫通孔５９
４ａと第２貫通孔５９４ｂとを、第１折り畳み固定片５８２ａと第２折り畳み固定片５８
２ｂを重ね合わされたとき合致させて第１紐貫挿孔４１６及び第２紐貫挿孔４１８を形成
するように構成されている。
【００８６】
　また、第１貫通孔５９４ａと第２貫通孔５９４ｂとの間には、第１切込み４２２及び第
２切込み４２４を形成するための第３貫通孔５９４ｃ及び第４貫通孔５９４ｄが穿設され
る。
　第３貫通孔５９４ｃ及び第４貫通孔５９４ｄは、第１５折り曲げ部５８４を跨いで、直
線状スリット部４２２ａ及び直線状スリット部４２４ａを形成するための直線状孔部５９
５ａが第１５折り曲げ部５８４より等距離をおいて穿設され、且つ紐固定孔部４２２ｂ及
び紐固定孔部４２４ｂを形成するための円状孔部５９５ｂ及び円状孔部５９５ｃが直線状
孔部５９５ａ，５９５ａの両端に穿設されている。第１５折り曲げ部５８４と等距離をお
いて穿設された円状孔部５９５ｂと円状孔部５９５ｃとを、第１折り畳み固定片５８２ａ
と第２折り畳み固定片５８２ｂを重ね合わされたとき合致させて第１切込み４２２及び第
２切込み４２４を形成するように構成されている（図７７参照）。
【００８７】
　第２裏面材５６０と第２表面材５６２との境界である第１１折り曲げ部５６８近傍には
、ひも通し孔５９６ａおよび５９６ｂが穿設され、第２裏面材５６０と第２表面材５６２
とが第１１折り曲げ部５６８において折り曲げられ、それぞれの対向面が重ね合わされた
とき、ひも通し孔５９６ａとひも通し孔５９６ｂとが合致するように、第１１折り曲げ部
５６８より等距離の適宜な間隔をおいて、ひも通し孔５９６ａとひも通し孔５９６ｂとが
略同一の高さおよび幅位置において形成されている。
【００８８】
　次に、このファイル用表紙５１０の製造方法について説明する。
　まず、製紙（抄造）と同時に、適宜な形状に厚紙を裁断する。
　次に、トムソン加工により、図７３に示すように、開き表紙部材５１２の展開した形状
に厚紙を裁断するとともに、第１貫通孔５４６ａおよび第２貫通孔５４６ｂとひも通し孔
５５４ａおよびひも通し孔５５４ｂとの抜き加工を施す。
【００８９】
　更に、前記トムソン加工と同時に一度に、トムソン加工してなる開き表紙部材５１２を
展開した状態において、トムソン加工を施す。すなわち、第１折り曲げ部５２８、第２折
り曲げ部５３４、第３折り曲げ部５３６、第４折り曲げ部５４２ａ、第５折り曲げ部５４
２ｂ、第６折り曲げ部５４４および第７折り曲げ部５５０を折り曲げできるように、第１
裏面材５２０と第１表面材５２２との非対向面（第１袋状部５１８の外側面）から反対側
の対向面側（第１袋状部５１８の内側面）に向けてトムソン刃によって対向面（第１袋状
部５１８の内側面）側に凹むように溝を付ける。
　このとき、第１裏面材５２０と第１表面材５２２との非対向面（第１袋状部５１８の外
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側面）から反対側の対向面側（第１袋状部５１８の内側面）に向けてトムソン刃によって
対向面（第１袋状部５１８の内側面）側に凹むように溝を付けて、リブ５５２ａおよび５
５２ｂを形成する。
【００９０】
　次に、第２綴じ具固定片５４０ｂの表面にホットメルト型接着剤等の接着剤を塗布し（
図７５参照）、第６折り曲げ部５４４を、第１裏面材５２０と第１表面材５２２との対向
面側を内側とした谷折りとし（図７５および図７６参照）、第１綴じ具固定片５４０ａと
第２綴じ具固定片５４０ｂとを接着する。
【００９１】
　次に、第１連結片５３０および第２連結片５３２を第２折り曲げ部５３４と第３折り曲
げ部５３６において、第１裏面材５２０と第１表面材５２２との対向面を内側とした谷折
りとし、また、第７折り曲げ部５５０を、第１裏面材５２０と第１表面材５２２との対向
面を内側とする谷折りにする（図７３参照）。
　第２折り曲げ部５３４と第３折り曲げ部５３６とにおいて内側に折り曲げられた第１連
結片５３０および第２連結片５３２の表面に接着剤を塗布し、次に、第１折り曲げ部５２
８を対向面を内側とした谷折りとして、第１裏面材５２０と第１表面材５２２とを重ね合
わせ、第１表面材５２２の対向面（袋状部５１８の内側面）と第１連結片５３０および第
２連結片５３２とを接着する。
　このとき、第７折り曲げ部５５０において、内側に折り曲げられた抜け止め片５４８は
、袋状部５１８の内部に折り曲げられた状態で入り込むように第１裏面材５２０と第１表
面材５２２とを重ね合わせる必要がある。
【００９２】
　次に、綴じ表紙部材５１４の製造方法について説明する。
　まず、製紙（抄造）と同時に、適宜な形状に厚紙を裁断する。
　次に、トムソン加工により、図７７に示すように、綴じ表紙部材５１４を展開した状態
における形状に厚紙を裁断するとともに、第２紐固定片５６６の第１貫通孔５９４ａなら
びに第２貫通孔５９４ｂおよび第３貫通孔５９４ｃならびに第４貫通孔５９４ｄとひも通
し孔５９６ａおよびひも通し孔５９６ｂとの抜き加工を施す。
【００９３】
　更に、前記トムソン加工と同時に一度に、トムソン加工してなる綴じ表紙部材５１４を
展開した状態において、次のトムソン加工を施す。
　第１１折り曲げ部５６８、第１２折り曲げ部５７２、第１３折り曲げ部５７４、第１４
折り曲げ部５８０、第１５折り曲げ部５８４および第１６折り曲げ部５８６および第１７
折り曲げ部５９０を折り曲げられるように、第２裏面材５６０と第２表面材５６２との非
対向面（第２袋状部５７０の外側面）側から反対側の対向面（第２袋状部５７０の内側面
）側に向けてトムソン刃によって対向面に向けて凹むように、トムソン加工により溝加工
を施す。また、折り目線５８８を形成するための溝加工も、トムソン加工により同様に施
す。
【００９４】
　次に、第２紐固定片５６６を形成する第１折り畳み固定片５８２ａの対向面側にホット
メルト型接着剤等の接着剤を塗布し、第１５折り曲げ部５８４において谷折りとし、第１
折り畳み固定片５８２ａを第２折り畳み固定片５８２ｂに重ね合わせ接着する（図７９参
照）。
【００９５】
　次に、第１２折り曲げ部５７２および第１３折り曲げ部５７４において、第２裏面材５
６０および第２表面材５６２の対向面に向けて第３連結片５７６および第４連結片５７８
を谷折りにする。そして、第３連結片５７６および第４連結片５７８の対向面とは反対側
の非対向面側にホットメルト型の接着剤等の接着剤を塗布し（図８０参照）、第１１折り
曲げ部５６８を谷折りにして、第２裏面材５６０と第２表面材５６２とを重ね合わせ、第
３連結片５７６および第４連結片５７８と第２表面材５６２の対向面（第２袋状部５７０
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の内側面）とを接着する。
【００９６】
　このように、第２裏面材５６０と第２表面材５６２とが、第３連結片５７６および第４
連結片５７８の接着により、第２袋状部５７０が形成される。このとき、差し込み片５１
６は、第２表面材５６２より外方に延びたままとする。
　そして、抜け止め片５９２は、第１７折り曲げ部５９０において谷折りとする。すなわ
ち、抜け止め片５９２は、第２折り畳み固定片５８２ｂとは反対側に向けて折り曲げられ
る（図８１参照）。
【００９７】
　次に、図８２に示すように、開き表紙部材５１２を、左側（Ａ面側）とし、綴じ表紙部
材５１４を、右側（Ｂ面側）とし、開き表紙部材５１２の第１紐固定片５２６を裏面（フ
ァイルの内側）とし、綴じ表紙部材５１４の第２紐固定片５６６をファイルの内側（裏面
）とし、開き表紙部材５１２の袋状部５１８にその開口部より綴じ表紙部材５１４の差し
込み片５１６を差し込み、開き表紙部材５１２の袋状部５１８内に適宜な量だけ収納する
、開き表紙部材５１２の抜け止め片５４８と綴じ表紙部材５１４の抜け止め片５９２とは
それぞれが反対方向に向けて折り曲げられているので、開き表紙部材５１２の袋状部５１
８内において、綴じ表紙部材５１４を開き表紙部材５１２より抜き出したとき、係止され
、それ以上抜き出されることを防止している。
【００９８】
　綴じ表紙部材５１４の第２紐固定片５６６には、被綴じ物Ａの綴じ孔Ａ1，Ａ2に対応す
る間隔をおいて、第１紐貫挿孔４１６と第２紐貫挿孔４１８とが形成されているが、該第
１紐貫挿孔４１６と第２紐貫挿孔４１８とに亘ってつづり紐５の第１固定部たる中央部付
近を固定され、第１紐貫挿孔４１６と第２紐貫挿孔４１８よりつづり紐５の先端部分５ａ
及び先端部分５ｂから貫挿され、開き表紙部材５１２の第１紐固定片５２６に向かって延
びるように取り付けられる。
【００９９】
　また、開き表紙部材５１２の第１紐固定片５２６には、前記したように紐とじ型綴じ具
３１０が取り付けられる。紐とじ型綴じ具３１０は、第１紐固定片５２６上に基体３１２
が配置され、該紐とじ型綴じ具３１０よりつづり紐の先端部分５ａ及び５ｂの付近にてつ
づり紐５を固定する。
【０１００】
　このファィル用表紙５１０に書類等の被綴じ物Ａを綴じるには、綴じ孔Ａ1，Ａ2が形成
された書類等の被綴じ物Ａの綴じ代部Ａ3が、開き表紙部材５１２の第１紐固定片５２６
と綴じ表紙部材５１４の第２紐固定片５６６との間に挟み込まれる。そして、差し込み片
の基部５６４から延びるつづり紐５の先端部分５ａ及び先端部分５ｂが、被綴じ物Ａの綴
じ孔Ａ1，Ａ2に挿通される。さらに、このつづり紐５は、開き表紙部材５１２の第１紐固
定片５２６の貫通孔５４６から紐とじ型綴じ具３１０の紐挿通孔３２４を通して、紐固定
部３２２に延ばされる。このとき、保持体３１４は、開き表紙部材５１２の第１紐固定片
５２６に対して略直交する方向に向いた状態、つまり基体３１２に対して開いた状態にな
っている。
【０１０１】
　次に、保持体３１４を倒し基体３１２に重ねあわせ、その第３係止部３６４及び第４係
止部３６６が基体３１２の重合部３２０の第２係止部３３４及び第４係止部３４０に嵌め
込まれる。次に、つづり紐５の先端部分５ａ及び５ｂを、それぞれ基体３１２の長手方向
において外側に向けて（それぞれ反対方向に向けて）引っ張って、基体３１２を被綴じ物
Ａに押止する。次に、つづり紐５の先端部分５ａ及び５ｂをそれぞれ反対方向に引っ張っ
り且つ紐固定部部分３３８ｂに押さえつけられた状態において、保持体３１４の紐固定部
３５２を基体３１２の紐固定部３２２に係止させる。基体３１２の第１係止部３５６が、
保持体３１４の第１係止部３２６に嵌り込んで、つづり紐５が堅く被綴じ物Ａを縛った状
態にて第１綴じ足固定片５２６に固定される。このようにして、被綴じ物Ａは綴じ込まれ
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、ファイル用表紙５１０に保持される。
【０１０２】
　ファイル用表紙５１０に綴じられる被綴じ物Ａが多くなると、図８３に示すように、ひ
も通し孔５５４ａおよび５５４ｂとひも通し孔５９６ａおよび５９６ｂとにひもを通し、
ひもの両端を結ぶとよい。ファイル用表紙５１０に綴じられた被綴じ物Ａの量が多くても
、開き表紙部材５１２と綴じ表紙部材５１４とがひもによって結合されるので、開き表紙
部材５１２と綴じ表紙部材５１４とが離れにくく、開き表紙部材５１２と綴じ表紙部材５
１４とを垂直に立てても、開き表紙部材５１２と綴じ表紙部材５１４とにより被綴じ物Ａ
を挟持した状態を維持して倒れにくく、ファイルを保管し易い。
【図面の簡単な説明】
【０１０３】
【図１】この発明の一実施の形態である紐綴じ型綴じ具をファイルに用いた状態における
、斜視図解図である。
【図２】図１図示の紐綴じ型綴じ具の利用方法を示す斜視図解図である。
【図３】紐綴じ型綴じ具の斜視図解図である。
【図４】紐綴じ型綴じ具の脱係した状態を示す斜視図解図である。
【図５】紐綴じ型綴じ具の脱係した状態を示す側面図である。
【図６】紐綴じ型綴じ具の脱係した状態を示す縦断面図解図である。
【図７】紐綴じ型綴じ具の固定した状態を示す縦断面図解図である。
【図８】紐綴じ型綴じ具の紐を引っ張り脱係する方法を示す縦断面図解図である。
【図９】紐綴じ型綴じ具の紐を引っ張り脱係した状態を示す縦断面図解図である。
【図１０】紐綴じ型綴じ具の分離した状態を示す斜視図解図である。
【図１１】紐綴じ型綴じ具の開いた状態を示す平面図解図である。
【図１２】紐綴じ型綴じ具の開いた状態を示す底面図解図である。
【図１３】紐綴じ型綴じ具の開いた状態を示す側面図解図である。
【図１４】紐綴じ型綴じ具の開いた状態を示す側面図解図である。
【図１５】紐綴じ型綴じ具の開いた状態を示す正面図解図である。
【図１６】紐綴じ型綴じ具の重ね合わせた状態を示す正面図解図である。
【図１７】図１１図示のＡ－Ａ断面図である。
【図１８】図１１図示のＢ－Ｂ断面図である。
【図１９】図１１図示のＣ－Ｃ断面図である。
【図２０】図１１図示のＤ－Ｄ断面図である。
【図２１】図１１図示のＥ－Ｅ断面図である。
【図２２】図１１図示のＦ－Ｆ断面図である。
【図２３】図１１図示のＧ－Ｇ断面図である。
【図２４】図１１図示のＨ－Ｈ断面図である。
【図２５】紐綴じ型綴じ具の重ね合わせた状態を示す斜視図解図である。
【図２６】紐綴じ型綴じ具の重ね合わせた状態を示す側面図解図である。
【図２７】紐綴じ型綴じ具の重ね合わせた状態を示す図１１図示のＦ－Ｆ断面図である。
【図２８】紐綴じ型綴じ具を利用するファイルを示す斜視図解図である。
【図２９】つづり紐の長さ調整具をファイルに用いた状態における斜視図解図である。
【図３０】図２９図示のつづり紐の長さ調整具の斜視図解図である。
【図３１】つづり紐の長さ調整具の利用方法を示す斜視図解図である。
【図３２】つづり紐の長さ調整具の利用方法を示す側面図解図である。
【図３３】つづり紐の長さ調整具の利用方法を示す側面図解図である。
【図３４】つづり紐の長さ調整具の利用方法を示す側面図解図である。
【図３５】つづり紐の長さ調整具の利用方法を示す側面図解図である。
【図３６】つづり紐の長さ調整具の利用方法を示す側面図解図である。
【図３７】この発明の一実施の形態である紐綴じ型綴じ具をファイルに用いた状態におけ
る、斜視図解図である。
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【図３８】図３７図示の紐綴じ型綴じ具の利用方法を示す斜視図解図である。
【図３９】紐綴じ型綴じ具の斜視図解図である。
【図４０】紐綴じ型綴じ具の脱係した状態を示す斜視図解図である。
【図４１】紐綴じ型綴じ具の脱係した状態を示す側面図である。
【図４２】紐綴じ型綴じ具の脱係した状態を示す縦断面図解図である。
【図４３】紐綴じ型綴じ具の固定した状態を示す縦断面図解図である。
【図４４】紐綴じ型綴じ具の紐を引っ張り脱係する方法を示す縦断面図解図である。
【図４５】紐綴じ型綴じ具の紐を引っ張り脱係した状態を示す縦断面図解図である。
【図４６】紐綴じ型綴じ具の分離した状態を示す斜視図解図である。
【図４７】紐綴じ型綴じ具の開いた状態を示す平面図解図である。
【図４８】紐綴じ型綴じ具の開いた状態を示す底面図解図である。
【図４９】紐綴じ型綴じ具の開いた状態を示す側面図解図である。
【図５０】紐綴じ型綴じ具の開いた状態を示す側面図解図である。
【図５１】紐綴じ型綴じ具の開いた状態を示す正面図解図である。
【図５２】紐綴じ型綴じ具の重ね合わせた状態を示す正面図解図である。
【図５３】図４７図示のＡ－Ａ断面図である。
【図５４】図４７図示のＢ－Ｂ断面図である。
【図５５】図４７図示のＣ－Ｃ断面図である。
【図５６】図４７図示のＤ－Ｄ断面図である。
【図５７】図４７図示のＥ－Ｅ断面図である。
【図５８】図４７図示のＦ－Ｆ断面図である。
【図５９】紐綴じ型綴じ具の重ね合わせた状態を示す斜視図解図である。
【図６０】紐綴じ型綴じ具の重ね合わせた状態を示す側面図解図である。
【図６１】紐綴じ型綴じ具の重ね合わせた状態を示す図４７図示のＤ－Ｄ断面図である。
【図６２】紐綴じ型綴じ具を利用するファイルを示す斜視図解図である。
【図６３】この発明の一実施の形態である紐とじ型綴じ具をファイルに用いた状態におけ
る、斜視図解図である。
【図６４】図６３図示の紐とじ型綴じ具の利用方法を示す斜視図解図である。
【図６５】紐とじ型綴じ具を利用するファイルを示す斜視図解図である。
【図６６】この発明の一実施の形態であるつづり紐の長さ調整具を備えたファイル用表紙
を示す図で、（Ａ）は正面図解図であり、（Ｂ）は要部の断面図解図である。
【図６７】図６６図示ファイル表紙の利用法を示す正面図解図である。
【図６８】図６６図示ファイル用表紙の横断面図解図である。
【図６９】開き表紙部材の正面図解図である。
【図７０】開き表紙部材の横断面図解図である。
【図７１】綴じ表紙部材の正面図解図である。
【図７２】綴じ表紙部材の横断面図解図である。
【図７３】開き表紙部材の製法を示す図解図である。
【図７４】開き表紙部材の製法を示す図解図である。
【図７５】開き表紙部材の製法を示す図解図である。
【図７６】開き表紙部材の製法を示す図解図である。
【図７７】綴じ表紙部材の製法を示す図解図である。
【図７８】綴じ表紙部材の製法を示す図解図である。
【図７９】綴じ表紙部材の製法を示す図解図である。
【図８０】綴じ表紙部材の製法を示す図解図である。
【図８１】綴じ表紙部材の製法を示す図解図である。
【図８２】開き表紙部材と綴じ表紙部材との組み合わせ方法を示す図解図である。
【図８３】ファイルの利用方法を示す斜視図解図である。
【符号の説明】
【０１０４】
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　１　ファイル
　２　表紙
　２ａ，２ｂ　平面部
　２ｃ　折り畳み部
　３　被覆用表紙
　３ａ　平面部
　３ｂ　鍔状部
　４ａ　折り畳み部の綴じ孔
　４ｂ　鍔状部の綴じ孔
　４ｃ，４ｄ，４ｅ，４ｆ　被覆用表紙の孔
　５　つづり紐
　５ａ，５ｂ　つづり紐の先端部分
　１０，３１０　紐とじ型綴じ具
　１２，３１２　基体
　１４，３１４　保持体
　１６，３１６　連結体
　２０，３２０　重合部
　２２，３２２　紐固定部
　２４，３２４　紐挿通孔
　２６，３２６　第１係止部
　２８，３２８　縁部（紐固定部）
　３０，３３０　第１縁部（重合部）
　３２，３３２　第２縁部（重合部）
　３２ａ，３２ｂ，３３２ａ，３３２ｂ　縁部（重合部）
　３４，３３４　第２係止部
　３６，３３６　第３係止部
　３８，３３８　基部
　３８ａ，３３８ａ　重合部部分
　３８ｂ，３３８ｂ　紐固定部部分
　４０，３４０　第４係止部
　４２，３４２　紐引掛部
　４６，３４６　固定部
　４６ａ，３４６ａ　突出部
　４６ｂ，３４６ｂ　押圧部
　４６ｃ　凸部
　５０，３５０　重合部
　５２，３５２　紐固定部
　５４，３５４　ヒンジ部
　５６，３５６　第１係止部
　５８，３５８　咬止部
　５８ａ，３５８ａ　錐状凸部
　６０，３６０　脱係補助部
　６２，６４，３６２，３６４　第２係止部
　６６，３６６　第４係止部
　６８ａ，６８ｂ，３６８ａ，３６８ｂ　凸条
　８０，３８０　第１ヒンジ部
　８２，８４，３８２，３８４　斜面部
　８６，３８６　第１係合部
　８８，３８８　凹部
　９０，３９０　第２ヒンジ部
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　１１０　つづり紐の長さ調整具
　１１２　調整具本体
　１１４　第１表面
　１１６　第１紐貫挿孔
　１１８　第２紐貫挿孔
　１２０　第２表面
　１２２　第１切込み
　１２４　第２切込み
　１２６　第３切込み
　１２８　第１端縁
　１３０　第２端縁
　３５３　基部（紐固定部３５２の）
　３５５　支持部
　４１４　第１表面
　４１６　第１紐貫挿孔
　４１８　第２紐貫挿孔
　４２０　第２表面
　４２２　第１切込み
　４２４　第２切込み
　４２２ａ，４２４ａ　直線状スリット部
　４２２ｂ，４２４ｂ　紐固定孔部
　５１０　ファイル用表紙
　５１２　開き表紙部材
　５１４　綴じ表紙部材
　５１６　差し込み片
　５１８　第１袋状部
　５２０　第１裏面材
　５２２　第１表面材
　５２４　差し込み用開口部
　５２６　第１紐固定片
　５２８　第１折り曲げ部
　５３０　第１連結片
　５３２　第２連結片
　５３４　第２折り曲げ部
　５３６　第３折り曲げ部
　５３８　まち部
　５４０　綴じ具固定部
　５４０ａ　第１綴じ具固定片
　５４０ｂ　第２綴じ具固定片
　５４２ａ　第４折り曲げ部
　５４２ｂ　第５折り曲げ部
　５４４　第６折り曲げ部
　５４６　貫通孔
　５４６ａ　第１貫通孔
　５４６ｂ　第２貫通孔
　５４８　抜け止め片
　５５０　第７折り曲げ部
　５５２ａ，５５２ｂ　リブ
　５５４ａ，５５４ｂ　ひも通し孔
　５６０　第２裏面材
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　５６２　第２表面材
　５６６　第２紐固定片
　５６８　第１１折り曲げ部
　５７０　第２袋状部
　５７２　第１２折り曲げ部
　５７４　第１３折り曲げ部
　５７６　第３連結片
　５７８　第４連結片
　５８０　第１４折り曲げ部
　５８２ａ　第１折り畳み固定片
　５８２ｂ　第２折り畳み固定片
　５８４　第１５折り曲げ部
　５８６　第１６折り曲げ部
　５８８　折り目線
　５９０　第１７折り曲げ部
　５９２　抜け止め片
　５９４ａ　第１貫通孔
　５９４ｂ　第２貫通孔
　５９４ｃ　第３貫通孔
　５９４ｄ　第４貫通孔
　５９６ａ，５９６ｂ　ひも通し孔
　Ａ　被綴じ物
　Ａ1，Ａ2　綴じ孔
　Ａ3　綴じ代部

【図１】 【図２】
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